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食品流通の現状と課題 （①米）

・ 平野部の産地では大手卸向けにフレコン化が進展
・ 中山間地のブランド米は小ロットの荷動きが多く紙袋が中心

中山間地ＪＡ 平野部ＪＡ

○ＪＡ集荷率：約５割（全農１割以下）
○フレコン比率：約１割
・ 高価格のブランド米産地で小ロットの荷動き
となるため30kg紙袋が主体（貯蔵施設で
フレコンから紙袋に詰め替える場合もある）
・ ＪＡによる直接販売の割合が多く、利幅の
大きい精米出荷の拡大を志向

○ＪＡ集荷率約７割（ほぼ全量全農扱い）
○フレコン比率：約５割
・ フレコン比率は年々向上（大手卸事業者
にはフレコンの方が受けが良く、紙袋の指定
はほとんど無い）
・ 輸送手配は全農が行うため物流事情に対
する問題意識は希薄

・ 集荷を物流会社に委託するケースが増えているため集荷段階での手荷役軽減も必須
・ 集荷は主に２ｔトラックを使用（道路事情により車両の大型化が難しい地域あり）
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食品流通の現状と課題 （①米）

パレット利用の現状 フレコン利用の現状

・ ＪＡ出荷時のパレット使用は約10%
・ 集荷は２ｔ車に５段積み×２枚（35袋）
出荷時は卸が要求する７段積み（49袋）
・ＪＡ倉庫内はＪＡ保有パレットで保管し、
発送時に物流用パレットに積み替え

・ 大手卸向けを中心に利用拡大の傾向
・ フレコンバックは県内ＪＡで共同利用し、
回収は物流会社が行う（６回使用）
・ 倉庫内はパレット上で保管（積上げ高に
限度があるため倉庫の容積率が低下）

・ 輸送費は産地が負担する（販売価格に含まれる）ため流通経費の増加は農家負担に帰着
・ 荷物管理は農産物検査証を目視する形で行われており、電子化には未対応
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・ ロットの大きな取引は自ずとフレコンにシフトする見込み
・ 紙袋のパレット一貫化は農家から集荷する段階に課題あり
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食品流通の現状と課題（①米）

全国的な課題 新潟県の状況

フレコン化
紙袋のパレット一貫化

・ 大手卸向けはフレコン化が進展、ブランド米産地は紙袋が主流
・ 紙袋の集荷はパレットで行うが、ＪＡ出荷時は全て手積み

消費地保管（物流拠点
整備）

・ 産地ＪＡの倉庫に保管し、発注に応じて出荷。保管料の高い
都市部での在庫は避けられる傾向

共同化・リードタイム緩和
による配送効率化

・ ブランド米産地は利幅の大きい産地精米・直送を志向しており、
リードタイム短縮のため自社配送も検討
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食品流通の現状と課題 （①米）

想定される対応方向

紙袋輸送へのパレット導入の推進
（モデル化と実証）

・ＪＡパレットと物流パレットの統一（循環サイクルの確立）
・ 集荷段階からのパレット一貫化に向けた施設・設備の整備
・ 製品情報（農産物検査情報）の電子化とデータ連携
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【新潟県内の園芸産地の規模】

野菜 果樹 花き 特産

10億円以上 １ １ ０ ０ ０

５～10億円 ６ １ ３ １ １

３～５億円 11 ５ ２ ４ ０

１～３億円 33 21 ６ ６ ０

小計
51

(12％)
28

(９％)
11

(20％)
11

(23％)
１

(17％)

１億円未満 363 279 43 36 ５

計 414 307 54 47 ６

産地数
※１

※２

※１ 地域園芸振興プランの策定産地数（Ｈ30.7現在）
※２ 園芸苗、茶、葉たばこ 等

〇 実需者から引き合いがあっても量がまとまらず市場流通に乗せられないため
輸送費が割高となり継続取引が困難
→ 地域内のみで消費され県外に出せていない

食品流通の現状と課題 （②青果物）

広い県土に小規模産地が散在しているため効率的に輸送できない



食品流通の現状と課題 （②青果物）
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（百万円） （店舗）

直売所の利用が拡大しており集積拠点としての機能も期待できる

〇 市場流通（系統出荷）が伸び悩む一方で、直売所は施設規模の大型化と販売額の増加が
続いており、少量多品目の生産物を集約・発送する地域拠点としての利用も期待できる
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食品流通の現状と課題 （青果物）

全国的な課題 新潟県の課題

統一規格パレットによる一貫パレチゼーションと
商品・物流情報のデータ連携

小規模分散型産地からの効率的集荷と少量
多品目生産物の低コスト輸送

【一般的な青果物流通】

【少量多品目の集荷・混載事例】
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食品流通の現状と課題 （②青果物）

想定される対応方向

小規模分散型産地の効率的集荷システムの確立
（モデル化と実証）

・ 地域集積拠点の設定と広域物流拠点までの集配送ルートの確立
・ 物流資源の開拓と共同利用による幹線輸送の低コスト化
・ 「雪室」 の活用による長期貯蔵と高付加価値化



食品流通の現状と課題 （③地域内配送）
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需要密度の低い地方部や小規模食品加工業者における
地域内の配送 （ラストワンマイル） 問題が深刻化

【青果物】
・ 八百屋の廃業が相次いでおり、毛細血管のような地域の配送網や下処理（トウモロコシ
の皮剥ぎ、きぬさやの筋取り等）の機能が失われつつある

【加工食品】
・ 同じ施設への配送が事業者ごとに別々に行われている一方で、納入指定時間やコース
が合わず取引を断念するケースがある
・ 通い容器の規格が出荷先ごとに異なり、紛失も多い
・ 紙やＦＡＸなどによる取引が中心で前近代的な商習慣が残っている
・ 季節によって商品展開が異なるうえ、商品ごとに物流頻度や量が異なる

【量販店対応】
・ 物流センターに納入すると手数料がかかり、集荷を依頼するとさらに物流費を請求される
ため、小さい事業者ほど割に合わない



11

食品流通の現状と課題 （③地域内配送）

想定される対応方向

地方卸売市場を核とした共同配送システムの確立
（モデル化と実証）

・ 業種の垣根を超えた地域全体の効率性を高める配送網の確立
・ 流通加工機能の拡大による地方卸売市場の拠点性の向上
・ ＩＣタグ付きコンテナによる一貫流通体系の確立と商品データの連携


